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｢寄せ蛾記」９１号表紙の説明

◆ 威嚇姿勢をとっているセグロアシナガバチ

アシナガバチ類の巣上のハタラキバチは自

巣を守るため，攻撃的です．社会性のハチに

は，明らかに「表情」があります．ただし、

その表情は顔には出ません．体全体，特に趣

で表'情を発現します．

この個体は，頭を下にして威嚇しているの

ですが,頭を右向きに変えて描いてみました．

巣瀬司

表紙

図 巣瀬司

デザイン：小堀文彦
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アオスジアゲハ前迩帯状紋の変化個体の調査

雨宮英一

●●●●●●●●●●

はじめに

アオスジアゲハの前迩紋様はに９個の青い帯状紋が連なり飛翻時には陽に透けてとても美し

い．しかし，この紋様の配列が通常とやや異なる個体がみられることが従来から知られている．

日本蝶類図鑑（保育社昭和42年）によると『異なる紋様からいくつかの名が与えられたこと

がある』と書かれている．また新昆虫（1959年12巻７，８号）には江崎博士によるアオスジアゲ

ハの変異型（エサキ型）が展示された事が記されている．

私はこのアオスジアゲハの紋様の変化について興味をもち，保有しているアオスジアゲハの

標本を調べたところ前迩紋様が通常の紋様と異なった配列の個体（昭和34年７月採集，雄）を

１匹見いだした．

これをきっかけにして自宅近辺で採集しているアオスジアゲハの中にどのくらい紋様が

変化した個体（以下，紋様変化個体と称す）がいるのかを知りたいと思い，昭和43年（1968）

から３年間にわたり調査を行った．

方法と結果

1・成虫の捕獲調査

自宅近辺の学校の校庭にある数本の楠に飛来する成虫を捕虫網にて捕獲し，前迩の紋様を確

認後再び放した．しかし，この期間に採取した成虫からは変化紋様個体は全く採取できなかっ

た．

２.飼育･羽化成虫の調査

同所の楠に産卵し，卿化した幼虫を捕獲し，自宅の容器で飼育，羽化させた．

伸展するのを待って前迩紋様を確認後，薄めた蜂蜜などを吸飲させた後放った．

飼育した幼虫の数は約50匹である．

羽化後，羽の

この３年間に

3･紋様変化個体の確認

３年間に飼育・羽化成虫からは合計11匹の紋様変化個体が確認できた．性別判定が可能だっ

た９匹の雌雄比は雄６匹，雌３匹であり，雄の方が多かった．なお，２匹は破損のため雌雄判

定はできなかった．紋様変化は１型～４型に分類できた（表１．図１）．
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表１アオスジアケハの前迩紋様変化の具体的内容

い紋がある

紋様変化の具体的 内 容紋様名称(種類）

欠けている

前迩の帯状紋は連状窓形で９個あるのが通常だが先端の９個目が欠けている

前迩帯状紋の８個目の外側に小さな紋が１個ある

前迩帯状紋の８個目の内側に小さな紋が１個ある

前迩帯状紋の９個目（羽の先端部）は小さく薄色の紋である

型
型
型
型

１
２
３
４

図１アオスジアゲハの前迩紋様変化の迩紋分類の模式図（１型～４型）

さ

内側に小
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先端の９ ８個目の夕
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個目の紋
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(1968～1970）表２アオスジアゲハの変化紋様（１型～４型）の個体数と確認時期

1０月（１）

羽化時期［月（個体数）］

１
６

確 認 数 昭和43年

（1968）

昭和44年

(1969）

紋様の種類 昭和45年

(1970）

不明

合計

不明（１）型
型

１
２

１
３ 10月（１）

寄せ蛾記（９１号）

型
型

３
４

１５

10月（４）５月（１）不明(1)

‐２６９５
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(あめみやえいいち〒336-0012浦和市岸町3-2-22TEL:048-822-1740）

考察。まとめ

１型～４型の確認数と確認時期を表２に示した．最も多かったのは４型の紋様で11匹のうち

６匹（55％）であった．次いで２型が３匹（27％）で，１型と３型はそれぞれ１匹（９％）づ

っであった．

確認した年度は昭和43年（1968）が３匹，４４年（1969）が５匹，４５年（1970）が１匹，不明

が２匹で，昭和44年が最も多かった．調査期間中，昭和44年の１０月に羽化した５匹の紋様変化

個体のうち４匹が４型に分類した紋様であった．

自宅近辺の学校の校庭の楠に飛来するアオスジアゲハの前遡紋様が変化した個体を昭和43年

から３年間にわたり調査した．その結果'1匹の個体で紋様の変化が確認できた．他の報告とは

比較できなかったが，自宅近辺の限られた地域の数本の楠で牌化した幼虫を飼育し，羽化個体

で紋様変化個体が確認できたことから推定すると，かなり多くの紋様変化個体が存在すること

がうかがわれる．

昭和44年１０月に羽化した中から同一の紋様変化個体が４匹も見られたことは同一親が産卵，

解化した個体であると考えられるかもしれない．

これらの調査は昭和46年に木の鈎定によって幼虫の採取が不可能となり，やむなく中止した．

それ以来，アオスジアゲハを採取しこれらの調査は行っていない．当時と環境も大きく異なっ

た近年のアオスジアゲハの変化紋様個体の状況について研究，調査されている方がいらしたな

らば，ご教示をお願いしたいと思っている．
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ジョウザンヒトリを入川林道で採集

土橋秀行

1998年７月１９日大滝村入川林道（正確には東京大学農学部付属秩父演習林）で石蔵拓氏と
共にナイターを実施．もちろんもちろん佐々木和男氏のお骨折りで特別にはいることができた

ものである．この日は別記したように特折ガスが湧いてきて，温度，湿度などナイターとして

はまずは申し分のない条件であった．狙いは二人ともブナ林もカミキリ，ヨコヤマヒゲナガで

あった．これは，結果的には空振りであった．標高やブナの密度など環境は良好と思えたが，
強いて言えば時期が少し早かったのかも知れない．

さて，この日の蛾の集来は種類こそ多くないものの数だけはものすごく，押すな押すなの盛

況で，幕はびっしり埋め尽くされ寸分の余地もない有様であった．９時頃幕の隅Iこにシロオビ

ドクガ（とばかりこのとき思った）が止まっていたので，一応毒管に放り込んだ．帰宅して２

～３日後に念のためチェックしてみると，すでに保有している標本のシロオピドクガとは全く
異なる．図鑑で見るとまさにジョウザンヒトリである．類似種がないので分かりやすい．

灘

写真埼玉県初記録となった，ジョウザンヒトリ師
埼玉県大滝村入川林道(海抜1,100ｍ)，1998年７月１９日21時，くもり･無風･20.C･湿度60％

日本産蛾類大図鑑（講談社）によると「本州では中部山地でとれるほか，東北地方では宮城
県と秋田県でとれている．７～８月に少なくない．」
原色日本蛾類図鑑（保育者）によると「成虫は７～８月頃に出現し，中部地方の山地ではか

なり多産する．」とあり，山地性の普通種のようだ．
しかし，築比地秀夫氏，萩原昇氏によれば埼玉では初記録かも知れないとのこと．その後，

年末に到着した待望の待望の「埼玉県昆虫誌Ｉ［鱗迩目]」を早速ひもとくと，「ジョウザン
ヒトリ」は記録がない．どうやら，記録としては最初のようで嬉しくなった．このヒトリガは
開長約75ｍｍと大型で，写真のようになかなか派手な色彩と模様を持っており，しかも神部正
博氏によれば昼間飛ぶこともあるというから，かなり目立つ種類である．にもかかわらず，こ
れまで記録がないのは埼玉では少ないのであろう．

浅学故に粗末な取り扱いをして完全な標本にできなかったことはかえすがえすも残念であっ
た．末筆ながら採集許可の手配をいただいた佐々木氏，標本の写真撮影といろいろなアドバイ
スを頂いた築比地氏に感謝申し上げる

（つちはしひでゆき〒177-0053練馬区関町南４－３－２０）

‐２６９６
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大滝村で得たフユシャクガ類１

神部正博｡小堀文彦

●

筆者らは，埼玉県秩父都大滝村等で峨類の調査をしている．いわゆるフユシャクガ類のうち，
エダシヤク亜科に含まれるErannis属とPhigalia属の記録を報告する．なお，今回の記録には
埼玉県昆虫誌Ｉ（1998）によると県初記録になるウスシモフリトゲエダシヤクが含まれる．
だが，筆者らは上記に記録のあるオオチャバネフユエダシヤクを得ることができていない．
今回の採集品はライトトラップ法で得た．そのほとんどの個体は光線をめざして飛来し，ス

クリーンに静止した．なお，調査時間は日没から22時頃までである．
写真は今回得られた，ウスシモフリトゲエダシャクである．標本の撮影をしてくださった築

比地秀夫氏に感謝します．

1）母α刀祁ｇＤ比Djakonovチヤバネフユエダシヤク
９．Nov，１９９６，２ざ'，小堀．３．Nov、１９９７，３３，神部．
１．Nov、１９９７，１３，小堀．８．Nov、１９９７，２師，小堀．

以上4件は，大滝村豆焼沢沿いの国道140号線標高約1000ｍ
２９．Nov、1998,大滝村小倉沢落合橋，標高約1140,,1㎡１，神都、

２）Phjgzz"α亜”Osa7jaLeechシモフリトゲエダシヤク
２１．Feb、1997,大滝村大久保，標高約５６０，，１㎡１，神都
（自動販売機の明かりに静止していたところを20時頃に発見）
１６．Mar、1997,大滝村豆焼沢沿いの国道140号線，標高約1000ｍ，’ず１，神都

3）Ｐ．”α肋刀ovjMoltrechtウスシモフリトゲエダシャク※埼玉県初記録（写真）
５．Apr’1997,大滝村豆焼沢沿いの国道140号線，標高約lOOOm，１部，小掘

4）Ｐ，verec""”ｒｉａ（Leech）シロトゲエダシヤク
１６．Mar，1997,大滝村豆焼沢沿いの国道140号線，標高約1000ｍ，’ず１，神都
２８．Mar、1997,大滝村本流中津川の支流のひとつ，大若沢標高約９００，，１３，小堀

写真埼玉県初記録となった，Ｐ．〃α肋刀oviMoltrechtウスシモフリトゲエダシャクヴ’
5.Apr､1997,大滝村豆焼沢沿いの国道140号線，標高約lOOOm地点

採 集者：小掘文彦撮影者：築比地秀夫

(かんべまさひろ〒340-0035草加市西町366-7）

(こぽりふみひこ〒364-0024北本市右戸５－２６３－１センチユリー北本高尾103）
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いるま蛾報（1o）
私が記録した埼玉県の蛾類

井上寛

●●●●●●●●●

埼玉県昆虫誌Ｉ(第２分冊)(1998)で，４５科1402種類の蛾類が埼玉県産としてリストされ

た．たいへん有益な業績で，共著者の方々の労に対して敬意を表したい．

私が今までに記録した県下の蛾のうち本誌に掲載されもの，および井上・市川（1990）

は，すべて引用されているが，ほかの機会に記録したものは取り入れられていないので，

以下に1954年から1998年の終わりまでの間，いろいろなかたちで県内から記録したものを

発表年代順に並べることにした．ローマ字で記録したものもすべて漢字で表現し，学名は

現在使われているものを採用することとする．日本産蛾類図鑑（1982）が学名や和名の基

準として一般に採用されているが，その名前が変更されたり日本から新たに記録された種

や亜種については，杉繁郎編：日本産蛾類大図鑑以後の追加種と学名の変更（1994），

その追録（1995），追録２（1996），追録３（1998）［日本蛾類学会発行］を参照してい

ただきたい．学名の名前に＊印を付けたものは，holotype（完模式標本）の産地を示す．

故春日俊郎氏が1951-54年に晩秋から早春を除き毎月のように継続して採集されたもの

は，三峰山のケーブルカー駅終点，下の駅の大輪，一部は秩父演習林の栃本であり，神保

一義氏［1961年に結婚するまでは姓は石塚］が1957年に何回か採集したのは三峰山ケーブ

ルカー駅である．

1954,AnewspeciesoftheGeometridaefmmJapan(Lepidoptem)．昆虫２１:３８．
三峰山,31.v・'952;6.Ｖ､1951(春田)．

雌"qP伽加r卿ilnoueハルタウスクモエダシヤク三峰山,31.v､1952(春田）

1955,NcwGeometridaefromJapan・昆虫22:29-35;71-79°

Ｃhん伽α"αcro1Wolnoueウスハラアカアオシヤク三峰山,1.Ｖi・'952(春田）

S℃叩吻〃叩奴（Butler）栃本,31.Ｖ､1952(春田)．Ｉ＆α,zzzjOgmnoueウラホソス
ジシロヒメシヤクとして記録］

Ｓｃ叩吻ノZzkzzolnoueタカオシロヒメシヤク栃本,21.Ｖi・'952(春田）
ＤＷｗｏｍａａ必加､α(Inoue)シロマダラナミシヤク甲武信岳,2400,,4.Ｖiii、

1952(春田）

1955,FournewspeciesandonenewsubspeciesoftheJapanesePyIzllidae・蝶と蛾

－２６９８
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６:20-22．

*p伽mpjyα加r必如(Inouc)オオキバラノメイガ三峰山,21.Ｖi､1952;大輪,７．
Ｖiii・'952(春田）

1955,DescriptionsandmecordsofsomcJapaneseGcomctridac・Ｔｉｎｃａ２:73-89．
*乃峨叩彪７ﾂＸα噸c肋Inoueホソクロオビシロナミシヤク大輪,5.iv､1954

（春田）

*Xtzl肋Clhoe9Jdzzdr伽cjZzlZziglzob肋ａｂ､加r伽jInoucヨスジナミシャクの異

常型三峰山，１．Ｖi､1952(春田）

Ｑ皿Zzjas”伽血勉加Zawemおａｂ.j碗Sc伽Inoucセプトエダシヤクの異常
型栃本,15.Ｖiii､1952(春田）

Abzmc郷ajbわ８８，２c剛Z（Inoue)シロテントビスジエダシヤク三峰山，1.Ｖi、
1952(春田）

1957,ArevisionoftheJapancselymantriidae(11)．Jap.』・medicalSci.＆Ｂｉo1.10：
187-219．

Lymα""ねｂα'zJZzjZα"zzMatsumuraバンタイマイマイ栃本,2.viii､1952(春田）

19認,AnewspccicsofZ叩hqp舵肌fromJapan(血pidoptera,Notodontidae)．
四国昆虫学会会報6:９－１０．

*門jjo伽〃Ｏｋａ"oｊ（Inouc)クロエグリシヤチホコ三峰山,２５.viii・'957(石塚）

1958,Ｔｈ1℃enewsubspeciesandoneunrecoIdedspeciesoftheDrepanidaefmm
Japan(Lcpidoptera)．四国昆虫学会会報6:11-13．

鋤、加叩αg血ｏ伽cea（Inoue)ウスオビカギパ三峰山,31.Ｖ､1957(石塚）

1958,Descriptionsandr℃cordsofsomeJapaneseGeometridae(11)．Tinea4:241-256．

乃肋叩陀叩‘g"o、〃Inoucハイイロコバネナミシヤク三峰山,4.iv・'954(春
田);３．Ｖ､1957(石塚）

升jchqP花馴mgajjlnoueチヤマダラコバネナミシヤク三峰山,４.iv､19剥(春
田）

EJ4P肋e血ｓｅ伽zZZzHcrrich-ScMfYErIsubsp.〃sejlnouclオビカバナミシヤク
三峰山,25.Ｖiii､1957(石塚）

E叩j伽蜘伽必y“航Inoucチヤバネカバナミシヤク三峰山,22.vi､1952;栃
本,31.v・＆21.Ｖi・'952(春田）

1Ｗ０，SupplcmcntarynotesontheJapanescDr℃panidae(1)．Tinea8:185-189．

ﾉＶｂ油加加ａｇｒ舵α血(Staudinger)エゾカギパ三峰山(v）

1970,Fivenewspecies,onenewsubspeciesoftheNoIidaefmmJapan(Lcpidoptcra）

Bull､Japanent.､Acad､６(1):1-15.

Ｍ,血〃α"zj(Inoue)ナミコブガ大輪(v);三峰山(viii）
Ｍ)地的α伽(Inoue)ウスカバスジコブガ三峰山,25.Ｖiii・'957(神保）
ﾉVひ血ＣＯﾉﾘi4sa伽(Hemch-SchﾖfYbr)ヒメコプガ三峰山(iv,v）

－２６９９
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1972.Thegcnus肋ｱzzxzzsofJapan,Korea,SaghalienandManchuria(L心pidoptem，

Geometridac)．大妻女子大学家政学部紀要8:141-163．

肋'zzxas伽vな伽α〃War1℃､スギタニシロエダシヤク栃本(viii）
肋７ZZXZZSsV加地”Crom舵Wbhrliキタマダラエダシャク三峰山(vi）

肋ｍｘａｓ岬加"j伽Wehrliヒメマダラエダシヤク三峰山(v,vi,viii);栃本(viii)；
大輪(v）

Ａｂ““〃伽cj伽ＷａｌＴｅｎヒトスジマダラエダシヤク三峰山(v,vii）
肋7zZX“加加、"血〃z加'@daButlcrユウマダラエダシヤク栃本(viii）

1973,E"dropiodesの3種について．誘蛾灯52:51-54.

E'@drQ〆o伽α峡伽(Butler)ツマキリエダシヤク秩父(viii);三峰山(vii）
EﾉzdmPiod跡ｊ城α伽加(Bremer)モミジツマキリエダシャク三峰山(v);大輪

（v）ｌ学名和名ともにInoue,Ｍ6,TinealOを参照Ｉ

1974,Descriptionsand1℃coIdsofsomePyralidae(Lepidoptem)fromJapan(Ⅶ)．大
妻女子大学家政学部紀要10:131-154．

ｌａｍｏｒｊａｇ伽cα肋Camdjaアカフツヅリガ栃本,4.vi､1Ｗ3(春田）

1975,ArevisionoftheJapanesespeciesfbrmerlyassignedtothegenusMzcaﾉ地

Walker(Lepidoptera:Pyralidae).[+YamanakaＩ大妻女子大学家政学部紀要
１１:９５－１１２．

距伽OP(ycﾉzα〃jgr"cg郷(Wan℃､)クロフトメイガ三峰山(viii）

施伽叩jyc加、α咽α伽（Budcr)ナカジロフトメイガ大輪(v）

即j坤雌。e脚畑加（Matsumuma＆Shibuya)ハスジフトメイガ仏子(vi）

1976,Descriptionsandr℃CordsofsomeJapaneseGeometridae(V)．TincalO:7-37．
恥Qp吻皿即座"c如血（Herrich-SchaffEr)ウラテンシロヒメシヤク三峰山,４．

Ｖiii､1957(石塚）

1979,Revisionofthegenus趣p肋e血ｏｆJapan,Partｌ(Lepidoptcra:Gcometridae)．
大妻女子大学家政学部紀要15:157-224.

E叩肋ecja脚α脱aStaudingerフトオピヒメナミシャク三峰山(vii);栃本
（viii）

EZ4p肋ecjarz4/i2sce"sButlerウスアカチビナミシャク仏子(vi）
E叩肋ecias妨伽吻如Staudingerナカオビカバナミシャク大輪,三峰山(iv）
EI4p肋ｇｃｊａｐｍ花rwzButlerウスカバナミシヤク仏子(iii,iv）

EZ4p肋ecjac伽推mlnoueモンウスカバナミシャク仏子(iii,iv);三峰山（iv）
EZ4p肋e血岬加ﾉzα血Leechマエナミカパナミシャク仏子(iv）
即p肋e血α剛加ﾉgα血Inoueヒコサンカバナミシャク仏子(xi）

趣〆伽血sjg"jgemButlerソトカバナミシヤク大輪(iv);仏子(iii,iv）

E叩肋e血叩伽Butlerナカアオナミシャク三峰山(v,viii）Ｅ肱伽cα工ゾ
チビナミシャクがまざっているかもしれない.Ｉ佐藤,1995,誘蛾灯138:l‐
５を参照l

EZ4pj伽血励沈血Inoueハラキカパナミシャク仏子(viii）
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1979,NotesOntheJapanescspecicsofthegenusPe肋arodEsWehrli(Lepidoptera：
GeometIidac).【+SatolTinealO:291-2Ｗ－

Ｐｍ肋oα伽２２曲叩此j伽とz(Leech)オレクギエダシヤク仏子(v,ix);大輪(v）

1979,GcneraSchm脚aHiibnerandL"cerjaWalkerfmmJapan(Lepidoptera：
Noctuidae)．TinealO:299-308.

s肋、砿ねＣＯ卵aesZrjga伽(Stephens)クロスジヒメアツバ仏子(viii,x）
Ｓｃﾉ”zjtjZz叩amZZz胸(Herz)ハスオビヒメアツバ仏子(viii）
LJ4ce血此妨erjlnoueチビアツパ仏子(v-ix）

1980,RevisionofthcgcnusE叩i肋ecjZzofJapan,Part２(Lcpidoptcra:Geometridae)．
大妻女子大学家政学部紀要16:153-213．

即〆伽血ノ加bojlnoueジンボカパナミシヤク大輪(v）
E叩肋e血帥aWzs航Inoueチヤバネカバナミシヤク三峰山(vi);栃本(v）
EZ4P肋eCjase伽血加ejlnoueオビカパナミシヤクやつがわ温泉(ix);大輪

（v);仏子（ix）

馳〆伽血ＣＯ郷o加血Leechクロモンカバナミシヤク三峰山(viii）
E”肋e血α伽9脚ｐｍｅ”b加地Inoueウラモンカパアナミシャク栃本(vi）
即p肋e血叩捌加珂､its＆Laeverフタモンカバナミシヤク三峰山(v);栃

本(v);仏子(iv）

E叩伽伽”z"zc地血Hemch-Schafferシロテンカパナミシヤク三峰山(v）

恥p肋ecjZzd上ze〃o”mDietzeナカグロチビナミシヤク三峰山(v）
恥p肋e血ｅ"2α剛ZzDictzcクロテンカパナミシヤク三峰山(iv,v);仏子(iv,ix）

EI4p肋e伽Ｗ噸α”e伽伽加Butlerアザミカバナミシヤク中津川(v);仏子
（ivbix）

Ez4pj伽c虹ｃ伽加αc"伽ａＬｅｅｃｈヨホシナミシヤク仏子(iii）

1980,日本未記録およびあまり知られていないメイガ蛾類通信106:90-92

BMwzz肋ねｏbe池e肋Rocslcrフタスジアカマダラメイガ三峰山,仏子

1兜1,AnewspeciesofG卯加庇sGucneefmmJapan,withbiologicalnots．
Ｉ+Munroe,MutuuralTineall:91-98.

G卯加伽血pJicaIMnouc,Munroc＆MutuuIaチビスカシノメイガ三峰山

（vii);仏子(v,vi,viii）

1982,日本産蛾類大図鑑.第１巻:解説組(一部は今回の埼玉県昆虫誌に引用さ
れている）

助jrjczmjZz加goromoKatoハゴロモヤドリガ入間市(ix）
R加伽"e以皿ノlypﾉiae,７０α(West)上メマダラマドガ入間市(vii）
Sc伽e"０６伽唖蜘jlnoueクロフキオオメイガ川越

Sc叩α池畑cﾉbrMiFHampsonホソバヤマメイガ埼玉県
E肋）血〃myZojlnoueヒラノヤマメイガ埼玉県

G伽ＣＯＣ加油morio舵加な(Okano)ハイイロエグリツトガ入間市(vi-vii,ix）

A”肋ｅｓｓｐ・ホソパソトグロキノメイガ仏子(viii）
P伽叩“伽叩e”Mnoueヒメウコンノメイガ大輪

S加加加ｏ〃恥i伽eα肋Inoueヒメセスジノメイガ三峰山

比ゆｅｍｇｍ”ｍｐｈａｅ叩陀、伽（Guen6e)ケナシクロオビノメイガ入間市(ix）
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比ゆe”gmy72"ｚａｏ醜”伽CjZzjMnoueケナシチビクロノメイガ入間市
Pα”"加血加地伽Munmc＆Mutuumキタホシオビホソノメイガ入間市

眺加omejgavjc伽αJIS(South)ウドノメイガ入間市(ivbvi,viii,ix）
PWzz4s“ん"g加伽Yamanakaウスオビクロチビノメイガ入間市(v-vi,vii-vii）
没ｙｍｍａ噸2S陀伽Inoueアカグロマダラメイガ入間市
α"o加伽Ｚｒ肋ig伽肋Inoueホソアカオビマダラメイガ仏子
Dｼ$αe伽ね肋jZzZZz(Christoph)ヒメクロホシフタオ仏子(viii）

1985,AnewspecicsandsynonymicnotesontwotaxaofthePymlidaefromJapan

（Lepidoptera:Pymlidae)．Akutu,NewSeries22:1-4．

BOS”城r坂CaInoueヒトスジシマメイガ仏子(vii,viii）

1986,DescriptionsandrecordsofsomeJapaneseGeomctridac(Ⅵ)．Tineal2:45-71．

馳叩山〃叩Zα(Butler)サザナミシロヒメシヤク仏子(v,viii-ix）
E剛．o”仰o"jc”Inoueキアミメナミシヤク三峰山,仏子

1986,日本産メイガ科三種の学名について．蛾類通信137:177-179,

*Zリノg叩ｉａｙｅ妨航加卯o肱ａＩｎｏｕｅウスグロヨツモンノメイガ三峰山,27.
Ｖiii・'983(井上）

1987,AnewspeciesofE叩j鋤ecjafiPomJapan(Lepidoptera:GcomctIidae)．Akitu，
NewScrics90:1-4.

E叩肋g血ｄｅ"細ｚＩｋｚ”g血jlnoueカメダカバナミシヤク大輪,26.Ｖ､1957

（江波戸）

1988,AnewspccicsofthcEpipaschiinacfromJapan,withsomesynonymicnoteson

thePyralidaefTomEastAsia(Lepidoptem)．Tineal2:85-95・

んＣａｍα"g皿aInoueクロバネフトメイガ仏子,19＆22.vii､1985(井上）

1988,日本のコハチノスツヅリガについて蛾類通信149:377-378．

AC伽ね伽o"雌ｏ６ｓｃ‘"抑伽伽Ragonotウスグロツヅリガ仏子

1卯2,Ａ1℃visionofthegenusAJjaXaWalkcr(Lepidoptem:Gcomctridae，
Ennominae)．蝶と蛾43:65-74.

A“ｘａＪ吻加彫α(Butler)キエダシヤク仏子,29.Ｖi・'975(井上）

1993,OnOurapteryxpersjca-complcx,ｗｉｔｈdcscriptionsofthrecncwspccies
（Geome耐dae,Ennominae).蝶と蛾44:81-88.

0"抑花恥ｊ叩o"畑Inoueフトスジツパメエダシヤク三峰山,26.Ｖiii､1984
（井上）

19％､RevisionofthegenusPα(p伽HUbner(Crambidae,Pymustimae)荷omthe

EastcmPalaea1℃tic,OrientalandAustralianRcgions・Partl:GroupＡ
（A"剛舵rGroup)．Tineal3:12-46．

Rzわ伽加“加地（Butler)ヒメシロノメイガ入間市

19Ｗ,Ditto・Part2:ＧｍｕｐＢ・Ｏｐ.ｃit､１５:131-181．
Rz<p加成g叩凹,mazz伽（B唾mer)マエアカスカシノメイガ埼玉

(いのうえひろし〒358入間市仏子311-2）
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チェルヴィニアでの２時間

一マッターホルン採集記一

寄せ蛾記（９１号）

中村 英 夫

●●●●●●●

標高4,478ｍのチエルヴイーノはわが国ではマッターホルンの名でよく知られているが，こ

の山のイタリア側斜面の高原にひらけている町がブリュイール・チェルヴイニアであり，イタ

リア北西部，アオスタ渓客特別自治州＊（＊３州あるが，ここではイクリア語とならんでフラ

ンス語が話されている．他の特別自治州であるドイツ語圏の南チロールに比べて，ここはイタ

リア語がより一般的でよく通じる）の標高約2000ｍに位置するリゾート地である．スイス側の

ツェルマット（ここは電気自動車と馬車しか入れないので，自動車旅行者は乗換えを強いられ，

ホテルやロープウェイの値段もかなり高い）に比べ山の直下まで一般車両が入れるのが非常に

便利で，ホテルの値段も極めてリーズナブルであり，しかもアルプス南麓であるため天候にも

恵まれやすい．さらにここはイタリアであり堅苦しさがないのが魅力である．

1998年７月４日から５日にかけて，筆者の勤務する会社に日本から訪れた出張者３名をもて

なすためのアルプス１泊観光旅行に同行する機会があった．７月３日金曜日の夜半に中部イタ

リアのテルニを出発し，プレンナー峠を越えてインスブルックへ翌朝到着，エッツタールアル

プスからペンニンアルプスまでのアルプス主稜線に沿った東西大縦断の末，４日土曜日の午後

８時前，ブリュイール・チェルヴイニアの町に到着し，何とか４人分のその夜の宿を見付ける

ことができた．ここまでは，４人の団体旅行であったが，翌５日は１２時１５分に駐車場の車で待

ち合わせるまでは自由行動ということになり，僅かの問ではあるが，誰にも気を遣うことなく

ネットを振る時間を持つことができた．実質わずか２時間ではあったが，密度の濃い採集がで

きたので結果を紹介したいと思う．

５日（日曜日）朝，朝食とチェックアウト（２食とワインなどトータルで僅か１１２，５００リラ，

邦貨換算約9,000円で快適な宿泊ができるのは嬉しい）を済ませ，午前８時始発のロープウエ

イに乗り込んだ．せっかくここまで来たのだから歩かずに行ける一番高い所まで行かない手は

ないと思い，プラトウー・ローザ標高3,480ｍの駅までの往復切符を買った．３本のロープウ

ェイの乗り継ぎで40,000リラである．さすが上は寒く気温は0℃，他の乗客はほとんどがスキ

ーヤーである．天気は快晴で雲一つなく，眼前にチェルヴィーノの岩壁がそそり立っているが，

観光写真でお馴染みのツェルマットから見た端整なマッターホルンとはずいぶん山容が異なり

荒々しい感じがする．遥かスイス側の下界を見渡せばツェルマットは厚い雲の下に隠れその位

置さえ定かではないのに対し，イタリア側はどこまでも青空が広がり遠くモンテビアンコ（日

本ではモンブランと言う方が通りのよい伊・仏国境に位置する欧州最高峰4,807ｍ）が白く輝

いている．一通りのパノラマ展望を満喫した後は即採集．蝶の飛びそうな所まで降りるが，第

２ロープウェイの山上駅周辺（標高2,837ｍ）はまだツンドラのような世界で草木一本もない．
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下の駅との間には客があるので歩くのは諦めロープウェイで降りることにする．窓から下を目

を凝らして見ていると，下の駅の手前あたりから地面に色とりどりの花が咲いているのが見え，

白っぽい蝶が少し飛んでいるのが見える．標高は2,800ｍを少し切っているであろうか．やが

て第１ロープウェイとの乗り継ぎ駅に到着，時計を見ると９時半を少し回ったところである．

標高は約2,550ｍくらい，いくぶん肌寒いが陽射しは強烈であり時折蝶も飛ぶのでそのあたり

の高原で11時まで採集活動をすることにした．高原の所々を渓流が横切り，急斜面やガレ場が

あるかと思えば広い平坦地にお花畑が点在したりと変化に富む環境である．最初に目についた

のは猛烈なスピードで高原を飛び回る白い蝶である．ＰＣ城αcα"idiceだ．英名“PeakWhite

”タカネシロチョウとでも訳せるのであろうか，欧州産シロチョウでは最も高山（分布下限は

約1800ｍ）に生息する種で，その飛び方の活発なことは近縁種のチヨウセンシロチヨウの比で

はない．しかも非常に敏感で地面や花に静止しても接近するとすぐ感づかれ飛び立たれてしま

う．交尾ペアを簡単にネット・インできたのを除き他はいずれも悪戦苦闘の成果である．日本

の高山での意識が抜けず，どうしても人目が気になるので，登山道やロープウェイ駅からは見

えない斜面へとまず急ぐ．時折Ere6jaが飛び立つのでネットインする．〃e6ia

pα"dbroseだ．欧州では北極圏とアルプス，アペニンの最も高標高地に生息するベニヒカゲ属

のひとつで地味な蝶であるが，最も厳しい環境に住み着いている住人には似合っている．本種

が見られる所には他のベニヒカゲを見出すことは極めて希である．他に特筆すべき種としては，

一風変わったヒョウモンモドキであるf0lpo勿“馴伽αやチョウセンヒョウモンモドキ，

E叩h)ﾉ"“α”伽の高山型亜種ssp．。ｾ6肋といったところである．前者は早は普通のヒョウ

モンモドキ類の斑紋であるが，ｃ７１は濃黒褐色の地の基部が白く中ほどに白斑列が走りオレンジ

色の斑点がその外側を取り巻く特異な姿である(後で比較したところ，ここのり"伽αざ'は，前

迩亜外線の橿色斑列のいくつかが完全に白化し，自化して残った紋以外は消失し黒褐色の地色

に置き変わるという，一般に図鑑などに図示されている個体一アルプス東部オルトラー山系の

個体群はそれに該当一とは相当違う顔をしているのが判った)．お花畑を極めて敏速に飛び交

い，ざ'どうしが迫飛しあったり訪花したり時に地上に趣を開いて静止する．後者は５月中旬に

出現する低地型とはとても同種とは思えない色彩の違いが顕著である．これらのベニヒカゲや

ヒョウモンモドキの類はいずれも成虫になるまで２回越冬をする周年経過で高山の一番厳しい

環境に適応している．ヒメヒカゲ，ヒメシジミ，チヤマダラセセリの仲間の高山蝶をネットに

入れながら第１ロープウェイの山上駅のすぐ裏手にまわると，陽射しを受けた暖かい斜面の草

原に移しい数の小型Ere6jaが飛び交っているのが目に入る．Ere6ia卯伽“である．これは

欧州に６種，そのうち５種がイタリアに生息していることが知られている，英名“Blassy

Ringlet'，，即ち「真論のベニヒカゲ」といわれる小型種グループで，新鮮な個体の(特に３）

前迩表がメタリックグリーンに強く輝くのが特徴である．アルプス特産の卯血“とイタリ

ア半島部にもいる広域分布種ｃ“sjojdｾｓとは標高で，アルプス特産で分布も限られる近縁種

加vaIjs，バルカンを中心に分布圏があり北東イタリアにも生息するｏ"o､α"α等とは地域では

っきりと棲み分けているので,採集データがしっかりしていれば,区別は困難ではないらしい．

'”ぬ〃ｓとα耐α伽の野外での印象は，後者が大型シジミチョウ類のように活発に飛朔する

のに対し，前者はずいぶんおとなしく，ヒメヒカゲ類やウラナミジャノメ類を思わせ相違があ

るようだ．ここにいるのは間違いなくｌﾜﾉ"ぬ、ｓであるが，“BlassyRinglet”以外の他の小型～

中型ベニヒカゲも少数ではあるが混飛しており，少なくとも３種はいるようである．時折，下
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の方からモンキチョウ類が上ってくるが，高山蝶のヘリモンモンキチョウに混って低地性のセ

イヨウモンキチョウ等も少ないながら飛んでおり彼等の垂直分布の幅広さは日本のモンキチョ

ウｅ、花を思い起こさせる．

待ち合わせ時間も迫ってきたので山を降りることにする．ゴンドラから下の斜面を凝視して

いて目に付くのはヘリモンモンキチョウが圧倒的である．アルプスとピレネーを中心に欧州に

だけ生息する特産高山蝶とはいえこれだけの個体を目の当たりにすると有り難みが薄れるとい

うものである．ゴンドラは下り，山麓駅の少し上の駐車場手前の渓流の上にさしかかったとこ

ろ，直下にＰ”“S伽が飛んでいるのが見える．標高（約2,100ｍ）から考えてアポロではな

くフォエブスである可能性が高い．山麓駅で下車し時計を見ると集合時間までまだ20分はどあ

るので急いで先ほどＰ”“伽が飛んでいた辺りに小走りにとって返す．いた！観光客の視

線もお構いなくネットを広げてダッシュ．予想した通り，前迩第９室の赤紋がお酒落なフォエ

ブスヴ'だ．渓流沿いに何頭か飛んでいるので手の届くところから採集し，時間ぎりぎりまで粘

って新鮮な個体だけを選び採りして合計1０３．早が欲しいところだが全く見当たらないし，残

された時間もなくなってきたので不本意ながら引き揚げざるを得ない．母e6jaやブルーも飛ん

でいるが，時間も三角紙も尽きたので（実際フォエブスはほとんど裸のまま三角紙と三角紙の

あいだに挟んでいる状態）これらの種の確認と採集は次の機会に譲ることにし約２時間の活動

は終了と相成った次第である．

次は観光客の“添乗員'，ではなく，採集目的にじっくり腰をすえての当地再訪を期してチェ

ルヴィニアの町をあとにしたのであった．

＜1998年７月５日ブリユイール・チエルヴイニア（標高2,100～2,600ｍ）での採集品＞

P”“血叩ﾉzoe伽sace油ｓミヤマヒメアポロlOc7’数頭目撃

PC""αcα肺Ｃｅ（チヨウセンシロチョウ近縁高山蝶）５３２早多数目撃

ＣＯ伽ｐ"Ｃｏｍｏ"ｅへリモンモンキチヨウ２c７１多数目撃

4伽/伽or6伽ルアルプスヒメシジミ１３標高約2,500ｍで発生初期

f卯o⑳ａｓ恥伽α（カラフトヒヨウモンモドキ近縁高山蝶）８３４早

E叩妙勿“α”加α血6伽チヨウセンヒヨウモンモドキ高山型亜種１ｃ７'１早

Boﾉorjasp．（ヒメヒヨウモン類高山蝶；napaea/pales未同定）６３３早多数目撃

跡e6iaり"zC加･”（アルプス特産高山性小型ベニヒカケ）２２ｃ７１２早多数目撃

跡ｅ６ｉａＰａ肋‘ose（高山性中型ベニヒカゲ）ｌＯＣ７１１早数頭目撃

Ere6iaepわ方ro〃（欧州特産小型ベニヒカケ広域分布種）３ざ’

Ere6ia加刀es"ａ（アルプス特産高山性中型ベニヒカゲ）１３

coe"o岬叩hagzz城”アルプスヒメヒカケ３c７１多数目撃

Rwgz4scacα"ａｅ（アルプス特産高山性チヤマダラセセリ）２c７１多数目撃
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＜ブリュイール・チェルヴィニアへの交通などの情報＞

自動車が便利．アウトストラーダＡ－５Ｓｔ，Vincent-ChatillonlC（ミラーノから１時間

半）から山道を上り２７Ｋｍ，４０分．交通機関は鉄道のローカル線（トリノから）シヤテイヨン

駅からバスの乗り継ぎとなる．スイス側ツェルマットと異なり日本人団体客はまずいないし個

人旅行の日本人客の数も極めて少ない，ホテルはインフォメーションセンターの掲示板で空き

部屋ランプが点灯している所に電話してさがす‘

チエルヴイーノ(マッターホルン)を背景に

スイス/イタリア国境付近，標高約3,500ｍ

(なかむらひでおViaXXSettembrelO9Temi，1-05100）
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●●●●●●

長靴の爪先に棲むミニアポロｐ伽伽をもとめて

－アスプロモンテ採集・観察記一

中村英夫

●●●●●●●

Ｐａｒ“s加叩o肋アポロウスバシロチョウは，Ｇｌａβ１（1993）によるとこれまで278にのぼ

る亜種が命名されており，イタリア国内だけでも40を優に越えているようである．しかしなが

らその実態はかなり無茶苦茶な話のようで，日本でいえばギフチョウが市町村ごとの全ての産

地で亜種名が与えられている，と言えばわかりやすい薯えであろうか？

諸説あろうが，欧州産はどんなに多くても，亜種としてグルーピングすれば10を越えるかど

うかというところが妥当と思われるが，そんな中でも極めて特異なもののひとつに挙げて良い

のがイタリア半島最南西端部に，地続きの個体群から直距離で約360kｍも離れて孤立して生息

する個体群ssp．〃加加であろう．＜分布図参照＞

卜

:ノエ

〃

ａ・ヘご

Ｊ、

． ＠

図１イタリア半島とシチリア島のアポロ分布域

（内陸部は省略)Ｈ・Ｇｌａβl(1993)より

‐２７０７
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j､や

；ｄｏ

L夕

＜典型的なアスプロモンテ産個体＞

Ｈ気z万2z5z5ゾZおａ”〃ひ〃”ヒガZ/iダStichell906
1998年６月２７日観察叙（×１．０）
Montalto（alt、Ｃａ、1700m）Ｓ・StefanoinAspromonte，ＲＣ

＜比較例：イタリア南チロール産＞

生Z｡”a5zZZ/is，ａ”〃〃”αZr窟a”αz産ﾖrブBelling＆Brykl930
1998年７月１８日観察ざ’（×1.0）
RabensteininPasseiertal（alt・Ｃａ、1600m）SiidtiroLBZ

図２Pamass/tﾉｓａｐｏﾉｿbの典型的なアスプロモンテ産個体，

及び比較例としてのイタリア南チロール産の個体

－２７０８
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筆者が〃腕伽についての記述を最初に知ったのは，Higgins＆Riley（1983）［1971？年

初版に記述があったかどうかは記憶にない］であるが，そこには“非常に小型'，という短い解

説があるのみであまり意識はしていなかったＪその次に上記Ｇｌａβｌの解説に接し，しかも実

際にイタリアに住むことになり，ｐｚ伽加への関心が高まってきた．そこにある解説の要点を

並べると，“非常に小型で，ある個体はわずか開張47ｍｍ'，“この小ささは，さまざまな飼

育条件下で再現される遺伝的なもの”“赤斑は小～極小，，“ず'の黒斑は減退する'’等々の

形態と“成虫は植生のほとんどない月面を思わせる明るい岩喋地を極めて活発に飛朔する”

という生態の記述があり，大いに想像をかきたてられたものである．さらに，この解説のベ

ースになったと思われる，イタリアの研究者Nardelli他の報文を読むことができたこともあ

っていよいよ実物に接してみたいという強い願望に駆られ出した．さっそくカラブリア州のｌ

：200000道路地図を買い求め，Nardelli等の観察フィールドであったアスプロモンテ国立公園

の主峰モンタルト山（Montaltol955m）への道を捜した．それによるとアウトストラーダＡ３

のガツリコＩＣから国道184号線を東にサント・ステーフアノ・イン・アスプロモンテ経由でモ

ンタルト山の山頂北側直下に至る「舗装道路」があることになっているではないか．その｢舗

装道路」たるや，現地に行ってどんなものであるか思い知ることになるのだが，この地図を眺

めていると，もうｐ”j伽に出会ったも同然の幸せな気分になったのは言うまでもない．

以上は1998年４月までの話．この先は実際の現地行きがあるのみである．熟慮の結果，決行

日を同年６月２７日土曜日と決めた．行き方は３つあり，ローマから空路レッジヨ・デイ・カラ

プリアかラメツイア・テルメまで飛び，空港からレンタカー利用，または夜行列車でレッジョ

・デイ・カラブリアまで行き町でレンタカーを調達，あるいは自宅から片道800Kｍを自分で

自家用車を運転して行くかである．深く考えるまでもなく最も時間の制約を受けない３番目の

手段を選択し，６月２７日土曜日深夜の午前１時，中部イタリア・テルニの自宅を出発し，アウト

ストラーダＡｌ～Ａ３の夜道をひたすら南下した．この時期のイタリアは内陸はともかく半島部

は晴天が多く，長靴の下へ行くほどよく晴れるので低気圧や前線がない限り快晴が期待でき，

天気予報など気にする必要はない．この夜も目的地での昼の青空を約束するように夜空の星が

きれいである．唯一気に掛かるのは，アスプロモンテはサルデーニヤ島と並び，全国的な誘拐

組織の山岳アジトがあることで有名であるが，ここ数日はミラーノで起きた誘拐事件の捜索が

空陸で大々的に行われており，テレビやラジオがトップニュースで報じていることである．結

論から言えば，そんな騒然とした状況の中を，モンタルト山の人っこ－人通らない，地図には

出ているけれど，ほとんど崩壊しかけた山道を乗用車で乗り込むという冒険へのチャレンジで

あったが，途中２度，迷彩服姿の武装捜査員が乗った４ＷＤオフロード車のカラビニエーリ

（憲兵隊警察）のパトカー……そんな車で行くべき道で，乗用車にはかなり酷である……

とすれちがったものの，立入規制されたり検問されることもなく，もちろん誘拐グループに遭

遇することもなかったわけである．なお，この事件は結局９月に人質が解放され解決したよう

である．

話は前後するが，途中２回の給油と１回の仮眠の停車以外はアウトストラーダを直走り，レ

ッジョ・デイ・カラブリアはもうすぐである．右手に美しい海岸線が続きメッシナ海峡を挟み

目の前にシチリア島が迫っている．手を伸ばせば届くほどの近さに驚いてしまう．遥か遠くに

はアポロが棲むシチリア島エトナ火山が見える．午前８時20分，ガツリコＩＣに到着し青空の

下を国道184号線を東に進路をとる．サント・ステーフアノのリゾート基地であるガンバリエ

‐２７０９
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へ向けて山道を辿るが，直線距離で10Kｍ強であるが標高差がありカーブも多く，南イタリア

特有の後進性は道路事情にもしっかり現われており，約30Kｍの道程が1時間近くもかかる．

ガンバリエで右折し，国道183号線を3.5Kｍ南下したところでモンタルトヘの標識に従い林道

のような道に入る．暗い樹林内を進むが，行けども行けども中部アペニン山地のアポロ生息地

のような高山草原は現われない．標高は1700から1800ｍほどで，マツやウバメガシに似た常

緑ブナ科と落葉樹の混交する樹林帯が続き，所々に樹高が低くかつ疎らな草原的環境が点在し

ているが，どこもこれまでに経験してきたアポロの生息環境からはほど遠いものばかりである．

飛んでいる蝶ではヨーロッパヒオドシとテングチョウが多く目に付き，時折白い大型の蝶が横

切りドキッとさせられるがエゾシロチョウである．本当にこんな所にアポロはいるのだろうか

との疑念が湧く．そのうえに道も心許無く，いつ車が立ち往生するかも不安であり，そんな擬

念や不安を煽り立てるように上空にカラピニエーリのヘリコプターが舞っている．こうなると

弱気になるもので無事なうちに諦めて引き返そうか，などという考えが頭を擾げてくる．そん

な揺れる気持ちで走っているところに突然明らかにパルナシウスとわかる白い蝶が目の前を横

切り樹冠を飛び越え樹林の彼方に飛び去ったのが目に付いた．もしや，と思いつつ暫く進むと

今度は樹林がやや開けた林道の地面に小さなパルが止まった．車を急停止して近付き目を凝ら

して覗きこむ．はたして〃加伽だ！やはりいるんだと確信すれば先ほどの弱気がウソのよ

うに消え失せ今度は強気になる．すこし先の道に余裕のある所に駐車して歩くことにする．暫

く歩くと岩場が現われ，Nardelli等の報文に掲載されていた生息環境写真のイメージに非常

によく似たフィールドが広がっており，数頭のｐ”伽ｓが飛んでいる．期待したほどの個体

数は見られず既に汚損個体も混じっているが，いずれもが〃加加の特徴を良く現した超小型

の個体ばかりで，姿形・飛び方・生息環境どれもが，これまでに知っているアルプスや中部ア

ペニンのアポロと同種の蝶とは思えない．＜イラスト参照＞

しばらくこの岩場で観察するが，アポロの他に見られる蝶ではムラサキオオベニシジミ，

ＳｂａｌＷｚＬｓた加地等といった中部アペニンでもアポロがいるところで同時に良く見られる高山性

の種がいる．特にムラサキオオベニシジミは個体数も多く良いポイントのようである．オオモ

ンシロチョウ，チョウセンシロチョウ，セイヨウモンキチョウ，ウラナミシジミ等の平地の蝶

も結構飛んでいる．時間は午前１１時をすでに回っている．目的のｐ”伽はげI早ともに観察す

ることができたので，次は珍蝶トラフキアゲハを捜すために場所を変えようかと車に戻りかけ

ていると，林道上をｐｚ伽加が何頭も飛来しては北側の谷へ飛び去るのが見える．先ほどは気

が付かなかったが北側を覗き込むと，なんとかなりの広さの岩場の急斜面，ほとんど崖と言っ

てもいいような斜面が続いており嬉しい数の〃加加が飛び交ってるではないか！ドイツ等

でアポロが急峻な崖に生息している例があることは知ってはいたが，ここのｐｚ"'2ｊ伽も豊産す

るポイントは崖だったのだ．早速車から弁当の入ったザックを取り出し，崖の途中の降りてい

けるところまで行き，冷たいビールを飲みながら午前１時頃まで〃加加と戯れながらの昼食

を楽しんだ．心行くまでアスプロモンテのアポロを堪能した後，来た道を引き返すが，午前中

アポロが見られなかった樹林内の空き地でも２頭はど観察でき，同じ所にＰａｒ"“s加

碗刀e碗oqy刀ｅも生息していることを確認した．

ガンバリエから先は往路と違う道をとり，バニヤーラ・カラブラを目指すが，車窓から見る

限りトラフキアゲハが生息していそうな環境は見付からず，こちらはＮｕｌｌであった．途中耕

作地周辺の道沿いでこれまでに見たことのないオオモンシロチョウの大群を目にしギョッとし

－２７１０
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たことが帰路の印象に残っている．バニヤーラ・カラブラＩＣからＡ３に入り，コゼンツァ・サ

レルノ・ナポリ・ローマと経由してアウトストラーダを快走，特にナポリのＡｌ入口から自宅

まで１時間45分というイタリア人の飛ばし屋もビックリという走りで，午後８時過ぎ，まだ空

に陽があるうちにテルニの自宅に帰着した．この日１日の愛車の総走行距離は1600kｍを越え

ていた．

＜採集・観察記録＞

1998年６月２７日Montalto（alt・Ｃａ・’700ｍ）Ｓ、StefanoinAspromonte，ＲＣ

Pαγ刀“s加加"e碗o恥ｅクロホシウスバシロチヨウｌ３

Ｐａｒ"“s加叩o肋脚加伽アポロウスバシロチヨウ２８３３早観察多数目撃

Lycae"ααﾉbiph7o刀ｇｏ城“ムラサキオオベニシジミ（高山亜種）４c7’数頭目撃

C)ﾉα"伽se〃α剛ｓコウジレイシジミｌ早数頭目撃

加cjaamzxeなesa肋冴ｓハマベシジミ近縁種Ｗ

ＭどI〃c”α伽"ａｃｅ血d畑αモトコヒョウモンモドキ’ず’

Ｂｒe"伽血p肋ｅヒョウモンチョウｌｃ７１

肋り"WSたr山ジヤノメチヨウ近縁種１c７１少数目撃

＜参考文献＞

Higgins＆Riley（1983,rep、1993）ButterfliesofBritain＆Europe5thedition・

HGlal31（1993)PamIss加叩o肋，SelneVnterarten．

Ｖ・Nardellieraj，（1989）BiologischeundethologischeBeobachtungenanPam“s加叩o肋

脚加伽ｕｎｄＰ､叩oﾉんsic伽einsuditalien，EntmologischeZeitschrift99（16）ｐ,２２５．

Nardellieraノの文献コピーを恵与してくださったミュンヒェン在住の浅野和夫氏にこの場を

借りて感謝申し上げます．

(なかむらひでおViaXXSettembrelO9TemiO51001taly）

‐２７１１
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● ●●●●●●●

加治丘陵仏子層の昆虫化石の紹介と古環境の復元
一埼玉県昆虫相発達史構築のための一資料一

牧 林 功

●●●●●●●●●

１．はじめに

入間市野田におけるおよそ150万年前の下部更新統仏子層および，狭山市笹井のおよそ１００万

年前の下部更新統仏子層から産出した昆虫化石について紹介する．この紹介が埼玉県昆虫相発

達史の構築に，いくらかでもお役に立てればと願っている．

以下に紹介する化石は林(1996)，Hayashi(1997)および入間川足跡化石発掘調査団(1996)か

ら引用している．

2.約150万年前の昆虫化石

入間市野田の下部更新統仏子層最下部のＡ層（およそ150万年前）から，２目８科19種257

点の昆虫化石が産出している．その殆どはハムシ科のネクイハムシ類によって占められている

が，オサムシ科，ミズスマシ科，ガムシ科，コガネムシ科，ハネカクシ科，ゾウムシ科など多

様な昆虫化石が産出した．そのうちある程度の同定がなされているものを紹介する．

ここの昆虫化石で最も多いのがブシミズクサハムシＰ伽e""､”な。b応αｍである．この種は個

体数が多く，130点が出土した．この種はまた属内においてＰ．〃s肋種群に属する化石種であ

って，どの現生種とも一致せず,1997年Hayashiによって新種として記載された（図１）．現生

で最も近縁な種は北アメリカに生息するＰ・ｇｅ”α”で，姉妹種の関係にあり，日本に生息す

るものでは北海道に生息するＰ・ｗｅＭに最も近い（図２）．

■■■■■■■■■■■■■■■■

Ａ

§こ、

議

唾

図１ブシミズクサハムシＰ〃re”α沈。b応ａｒａ

Ａは前胸，Ｂは前迩，Ｃは化石出土状態．スケールは1ｍｍ．（Hayashi，1997より）
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､識．綴 ?‘#I‘‘．
,emw崎更悪乏

、三

図２ブシミズクサハムシＰ伽e””isdb応αrαの系統関係（左）と近縁種の分布概念図．

仁？
２

午Ｐ

源
ＩＥ

図３コウホネネクイハムシＤＣ"αcia

oze"蜘近縁種の前迩．スケールは1ｍｍ．

（入間川足跡化石発掘調査団，1996より）

(Hayashi，1997より）

プシミズクサハムシと共にイネネクイハムシ

属ＤＣ"”αの４種が出土している．１種は現生

のイネネクイハムシＤＣ"αcia（CXphQgasrer）

provo噸と近縁なもの（４点），もう１種はコ

ウホネネクイハムシＤ・oze"血と近縁だが明

確に異種であり（図３），この種はかなり多く

１３点が産出している．もう１種はヒラタネクイ

ハムシ，．〃〃αｉとほぼ同種と考えられるが決

定できないでいるもの，さらにもう１種，イネ

ネクイハムシ属とは認められるものの現生近縁

の相当種がいないものの４種である．

また同じハムシ科ではミヤマヒラタハムシ

Ｇａｓかo伽ａｐｅ伽娩αらしいものと，ルリハムシ

L伽eidｾααe"eα近似の種が出土している．現生

のミヤマヒラタハムシはケヤマハンノキを食樹

として，北海道，本州，四国，中国北部からシ

ベリアに分布していて，埼玉県では武甲山，両

神村，大滝村に生息することが知られている．

ルリハムシ近似の種は現生のルリハムシとは

サイズが合致せず，別の種であると思われる．

現生のルリハムシはハンノキ類，クマシデを食

樹として埼玉県に生息するが，本州以北，北海

道からサハリン，千島列島，シベリア，中国東

北部からヨーロッパにかけて生息する．
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ゾウムシ科ではスゲヒメゾウムシ属の１種Ｌ伽"o6”issp・が出土している．この属の現生種

としてはスゲヒメゾウムシＬ・〃cz"@ぬ，ババスゲヒメゾウムシＬ６ａ６ａｉの２種が知られてい

る．スゲヒメゾウムシは本州，北海道，シベリアの高層湿原のスゲに多いのだが，県内の記録

はない．ババスゲヒメゾウムシは本州，九州の湿原で稀な種であるが浦和，大宮，与野から記

録されている．

コガネムシ科は３種が出土している．１種はエンマコガネ属の種Ｏ"油叩ﾉZag"ｓｓｐ．（図４）

で，１種はマグソコガネ属〃肋｡伽ｓｐ．，もう１種はセンチコガネ属の種Geo"叩ｅｓｓｐ・で共

に獣糞，腐肉に集まり，それを分解，除去する地表の掃除屋である．従ってこの種の存在は，

この時代のこの地域に獣が生息していたことを裏づける．ただ，その獣の種はアケボノゾウ以

外特定できていない．

エンマコガネの化石は頭部なのだが，そこに２本の横隆状突起が存在している．前方のもの

は弧状，後方のものは両複眼間にあって直線状である．また角状突起を欠如していることも指

摘しておきたい、この属の現生種は多様に分化しているが，いずれも掃除屋である．

またマグソコガネの１種Ａｐｈｏ或麺ｓｐ・は種の特定はなされていないが，この属の種として

中型～大型種であるという．現生種もかなり多く生息していて，特に何に近いという指摘はさ

れていない．

センチコガネ属の１種Geo"叩ｅｓｓｐ・は２点産出しているが，種の同定はなされていない．

因みに埼玉県にはオオセンチコガネＧ、α”α“とセンチコガネＧ・伽v肋iα“の２種が生息

する．

ガムシ科ではセマルガムシの１種Coe伽"碗ａｓｐ・の上迩が出土している．上趣からではセ

マルガムシＣｓ紬"腕に近いが，これだけでは決定は無理であろう．現在，この属の種とし

て県内にはセマルガムシとヒメセマルガムシＣ・or6jczJm．ｅの２種が生息するが，おそらくこ

の２種とは別のものであろう．

図４

iＪ

ダ

トー－－－－ １

エンマコガネ属の１種の前迩．スケールは1ｍｍ．

（入間川足跡化石発掘調査団，1996より）
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ミズスマシ科ではミズスマシ属の１種ＧＷ伽SSP、が出土している．出土した化石は小型種

であるという．するとエゾヒメミズスマシＧ・ｏｈ６（肥s肋（3.8ｍｍ）や，ヒメミズスマシＧ・

gEs"oｉ（４．６－５．２ｍｍ）のサイズのものであろうか．埼玉県の現生種ではコミズスマシＧ、

c”“（4.9-5.6ｍｍ）とミズスマシＧ・ノqpo"ic“（6ｍｍ以上）がいるが，両種とも小型種では

ない．いずれにしてもミズスマシ属は幼虫，成虫ともに開放水面で生活している．

オサムシ科ではアオカタビロオサムシＱｚ伽o碗α腕9姉ｍｒ？とオオオサムシ亜属の１種

Ｑｚｍ伽（Ｏﾉ､碗qprer“）ｓｐ．，オサムシ亜属の１種Ｃ・（CZzra伽）ｓｐ．及びヨツボシゴミムシ

亜科の１種Panagalinaesp．とゴミムシ類複数種Carabldaespp・が産出した．カタビロオサム

シ属は樹上生活する食肉性の昆虫であり，自然度の高い森林，例えば東北地方のブナ林などに

生活している．埼玉県の現生種はアオカタビロオサムシが横瀬町と児玉町に記録がある．また

クロカタピロオサムシは秩父山地でもブナ，イヌブナ帯から知られる一方，平地にも記録が散

見される．林（1996）は間室が屋根瓦状ということでアオカタピロオサムシに近いという．し

かし現生種とは別物であろう．

他にコメツキムシ科の１種Elateridaesp．（１点），ハネカクシ科の１種Staphylinidaesp．

（１点），所属不明の甲虫化石47点とチョウ日のサナギ１点が産出している．

3．約100万年前の昆虫化石

狭山市笹井の仏子層最上部Ｅ層（およそ１００万年前）から１目３科7種75点の昆虫化石が出

土した．

150万年前はブシミズクサハムシＰ伽"腕α油伽祁α、の化石が数多く出土して，湿地に生育

するスゲなどに普通に見られたであろうが，その頃からおよそ50万年経過したのちブシミズク

サハムシは消滅したか，あるいは他へ移動したかＥ層から確認できていない．代わって現生

種オオミズクサハムシＰ/α花””ｉｓｃｏ加耐c"ＣＯ肋が１９点出土した．

オオミズクサハムシは北海道南部から中国地方まで分布する日本固有種で，種内の東日本亜

種エゾオオミズクサハムシに同定された．この型は湿地の上がハンノキ林などに覆われた薄暗

い環境で，ミズバショウを伴ったヨシ，スゲ群落に多く生息する．従って，当時の加治丘陵は

冷涼な環境下にあったと推定できる．

この種は横浜市戸塚区上倉田町脇谷の中期更新統とされる舞岡層（およそ50万年前）からも

出土している．このことは少なくとも１００万年前から50万年前ぐらいの間は，南関東一円にオ

オミズクサハムシが生息していたと考えてよい．因みに現在の埼玉県では，オオミズクサハム

シ属はスゲハムシＰ・sericeaのみが知られている．

同じハムシ科で他にネクイハムシ属の２種ＤＣ”ciaspp・が出土している．１種は現生のツ

ヤネクイハムシＤ・加城ｏｒ，あるいはフトネクイハムシＤ・允加e"巾に似ている種であり，も

う１種は現生の日本産の種に一致するものがいない種である．

またミズスマシ科ミズスマシ属の１種ＧＷ伽ｓｐ．（２点）が出土していて，150万年前と同

様に開放水面の存在を物語る．

オサムシ科ではカタビロオサムシ亜科の１種Calosominaesp・が産出しているが，残念なが

ら属，種はわからない．この化石の間室の特徴は日本産現生種に一致するものはない．おそら

く滅び去ったものであろう．

なお先にあげた横浜市の舞岡層からは，現生のホソアカガネオサムシＱｚｒａ伽ｖα"voZxe減の
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化石が出土している．この種は佐渡を含むフォッサマグナ以東の本州中北部に分布するもので，

暖地では山地性となり北部では低地の森林に生息する種である．従っておそらく同時代，加治

丘陵にも生息していたとしてよい．現在この種は埼玉県では奥秩父，志賀坂峠に僅かながら生

息している．つまり，およそ50万年前には平地，低地に広く分布していたが，その後，生息地

が狭められていき，上記のような山地に追いやられたと推定できる．

他にオサムシ属の１種Ｃ”α伽ｓｓｐ．（１点），ゴミムシ類複数種Carabidaespp．（７点），

ハムシ科の１種Chrysomelidaesp．（７点），所属不明甲虫類複数種（１０点）が出土している．

4.加治丘陵150万年前の古環境

仏子層の下部Ａ層から産出したミズスマシ属，セマルガムシ属の両種は共に水生であり，

前者は食肉性，後者は食植性である．この両種の出土は，このあたりに開放水面があったこと

を物語る．

またおびただしいブシミズクサハムシやコウホネネクイハムシ近似種，イネネクイハムシ亜

属の種，ヒラタネクイハムシ近似種，スゲヒメゾウムシ属の種の産出は開放水面にコウホネな

どの抽水植物が生育し，水際に湿性植物が生い茂っていたことを示す．事実，昆虫化石と同時

にコウホネ，ガマ属，イネ科などの花粉化石や，カヤツリグサ科の種子化石が産出したことで

も支持される．

またハンノキ，エゴノキ，シキシマサワグルミ，メタセコイアなどが水辺林を構成していた

ようで，化石が出土している．ハンノキ，エゴノキは現生種と同一だと推定されているが，シ

キシマサワグルミ，メタセコイアは共に中国に生育を続けているが，日本では第４紀に入って

消滅している．

水際から離れたところにはオオバラモミ，イヌカラマツ属，マツ属，トウヒ属，ツガ属，ス

ギ属の針葉樹，ヒメシヤラ，オオバタグルミ，ツゲ属，ブナ属，コナラ亜属，ニレ・ケヤキ属

などの広葉樹によって，針広混交林を形成していた．これらは植物遺体，花粉化石で出土して

いる．ここにオサムシ亜属，オオオサムシ亜属，ゴミムシ類などの地表性昆虫，アオカタピロ

オサムシ，ルリハムシ近似種，ミヤマヒラタハムシ近似種，コメッキムシ類の樹上性昆虫が生

息していた．

この森林にはアケボノゾウ（足跡化石）をはじめとする大小の獣類が生息していて，これら

の排池物にセンチコガネ属，エンマコガネ属，マグソコガネ属の昆虫が解体者として生息して

いた．

これらの事実と推定により林（1996）は，要領よく模式図を描いた（図５）．そしておそら

く現在の東北地方北部のような気象条件ではなかったかと思われる．

仏子層Ａ層は第４紀のものであるが，第３紀が終ったばかりの第４紀であり，多くの生物

が第３紀型から第４紀型への移行途上にあったと思われる．例えばメタセコイア，イヌカラマ

ツ，スイショウ，シマモミ，オオバラモミ，オオバタグルミ，シキシマサワグルミなどの植物

は第４紀初頭まで生育していたが，以後日本ではすべて消滅している．従って，ハンノキとか

エゴノキなどの化石種が現生種と同一か否かという点では，同一種と答えるのに，いささか晴

曙がある．

昆虫化石でも大量に出土したブシミズクサハムシが現生種ではなく，近縁種が遠く北米大陸

にいて，日本国内のどの種よりも北米のＰ，ｇｅ””ｊに近いことは，Ａ層から出土した昆虫化
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化石や堆狼物から推定される古環筑

湿地性植物群落

湿地林を伴う湿性植物群落

挺水植物群落

浮葉植物群落を伴う止水域'：
＋ガマ属．イネ科など

コウホネ属など

メタセコイア．ハンノキ

スゲ類（カヤツリグサ科）
イネ科など

硯+↓Ｍ庄屋申窪痕

開水面があり，浮葉植物群落を伴
う止水域の存在を示す昆虫群糞

イネネクイハムシ亜星．コウホネネク

イハムシ近似種．ミズスマシ属

昆虫群集の生息環境

スケ類やヨシなどの湿性植物が

卓越し、湿地林を伴う湿原の存
在を示す昆虫群集

ヒラタネクイハムシ近似種．ミズクサハムシ属．
スゲヒメゾウムシ属．セマルガムシ属、ルリハム
シ?､ミヤﾏﾋﾗﾀﾊﾑｼ？､コメヅキムシ科
など

寄せ蛾記（９１号）

周囲の森林

オオバラモミ.ｵｵパﾀグﾙﾐ，
ブナ属，ツケ属など

森林の存在を示す昆虫群蕊

アオカタビロオサムシ？，オオオサムシ亜
属、オサムシ亜属？、ゴミムシ類など

獣の存在を示す昆虫群蕊

センチコガネ属、エンマコガネ属，
マグソコガネ属

図５．約150万年前の古環境．（林，1996より）

化石や堆狽物から推定される古環腕

湿地性植物群落（周囲に森林が存在する）

メタセコイア、ハンノキの湿地林．林床はヨシ．スゲ類など

剛
洲糊

湿地性昆虫群葵

止水域やスゲ類やヨシなどの湿性植物を林床に伴う湿地林の存在を示す昆虫群集

開水面を伴う止水域の存在を

示す昆虫群襲
宣

今

ミス,ｽﾏｼ』憂など

ネクイハムシ属、オオミズクサハムシ．ハムシ科，力タピロオサムシ亜科．ゴミムシ類

｜昆虫群集の生息環境｜

図６．約１００万年前の古環境．（林，1996より）
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石の多くが，現生種と同一種ではないと推定するべきであろう．

5.加治丘陵100万年前の古環境

仏子層Ｅ層はＡ層より昆虫化石の出土は少ない（75点）．相変らず開放水面が存在する湿

原と水辺林が存在していた．開放水面の存在はＡ層同様にミズスマシ属が産出したことで，

湿原の存在はネクイハムシ属の１種とオオミズクサハムシの産出で，それぞれ支持される．

注目すべきことはネクイハムシ亜科の種構成が150万年前とまったく変ったという事実であ

る．あれほど大量に出土したブシミズクサハムシはすっかり影を潜め，代わってオオミズクサ

ハムシが出土している．オオミズクサハムシは横浜市戸塚区上倉田町脇谷の中期更新世の舞岡

層からも出土しているので，およそ100万年前から50万年前にかけて，加治丘陵だけでなく南

関東一帯に広く生息していた．また舞岡層出土の化石は東日本型のエゾオオミズクサハムシに

非常に近い小型種である．この型は湿地の上がハンノキ林などに覆われた薄暗い環境のヨシ，

スゲ群落に多く生息する（横浜サブ団研グループ，1987）．

オオミズクサハムシは北海道南部から中国地方まで分布する日本固有種であるが，現在は南

関東に分布しない．現在，埼玉県に生息するオオミズクサハムシ属はスゲハムシＰ・serjceaの

みで，所沢市，狭山湖，皆野町，秩父市，大滝村から記録されている．

地表性の昆虫ではオサムシ属の１種とゴミムシ類が７点ほど産出しているが，種まで特定す

るに至っていない．ただ前記舞岡層からホソアカガネオサムシが産出している．この種は本州

北部に分布し，埼玉県では奥株父などの山地に生息する．しかし産地，個体数ともに少ない．

ホソアカガネオサムシは現生種と同一とされているが，現生種と同一でない種の化石もかなり

出土しているので，約100万年前から現在まで同一種のまま生存し続けている種もいるが，Ｅ

層堆積時から現在までの間に消滅した種もかなりあったと推定できる．

最後に林（1996）によるＥ層堆積時代の古環境の摸式図を示しておく（図６）．

6．結び

入間市野田および狭山市笹井の仏子層から沢山の昆虫化石が産出したことで，150万年前，

１００万年前という古い時代の昆虫相を垣間見ることができた．群盲象を撫でるのたとえがある

が，少しずつ少しずつでも過去から現在に至る昆虫相の断面を綴り合せていき，やがて生き生

きとした昆虫相発達史を構築したい．それが現在の昆虫相の成り立ちを理解する上で，とても

重要なことだと考える．
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吉越肇ほか（1998）埼玉県の鞘迩目（甲虫類）．埼玉県昆虫誌Ⅲ、93-340．埼玉昆虫談話会．

(まきぱやしいさお〒330-0834大宮市天沼町2-864）
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● ●●●●

秩父市浦山でエゾミドリを採集

石塚正彦

筆者は，秩父市浦山河原沢林道標高lOOOm付近（有間山山麓にあたる）で，エゾミドリシジ

ミＦ上JVC"伽ノezoe加応を採集したので報告する．

採集当日は，朝から曇っていたため，採集日和ではないなあと思い，中津川方面の採集を諦

め，最近訪れていなかった，河原沢林道へ環境チェックだけでもと足を運んだ．なぜ訪れてい

なかったというと，２～３年前，夏冬各一回，調査したが，全く何も収獲がなかったため，こ

こは駄目だなあと思っていたからである．

自宅を１１時頃出発した．浦山ダムを過ぎ，河原沢の県営ｷｬﾝﾌﾟ場を過ぎると登坂となる．途

中杉林，伐採地が多く，途中下車せず，車を走らせた．又この頃より薄日も差し始めた．

標高800ｍ付近より，自然林の環境になってきたので，車の速度を５～６km/ｈ位に落とし，

周りをキヨロキヨロ見ながら，車を走らせた．すると前方１０ｍ先の林道谷側斜面で２頭のゼフ

が出どもえ飛行していた．ラッキーと思い車を止め，採集しようとした（経験から，この様な

状況は非常に採集し易く，又２頭同時に採集できるのでラッキー場面である）すると余りにも

簡単なためか，逆に力が入ってしまい，何と採り逃がしてしまったのである．残念，しかしこ

の時点では，オオミドリかなあと思っていたので，それほど悔やまれなかった．又，車をゆっ

くり走らせ40ｍ位進んだところで谷側を覗くと，下方20ｍ位のところを先ほどのゼフが，まだ

出飛行を続けていたのである．今日はラッキーな日かもしれない．しかし，谷側の斜面は，３０

度近くあり，背丈ほどの草も生え，当然，道もない．「これぐらいで怯んでいては，珍しい蝶

など採れっこない，クロツの岩場に比べれば楽なもの」と思いながら下る決心をした．

現場に着き，早速ネットを振った．なな何と，またまた振り逃がしてしまったのである．し

かし，今日は本当についているのか，遠くへ逃げることなく，５～6ｍ先でまだ出飛行を続けて

いるのである．そして，やっと３度目の正直でネットインすることが出来た．どうせオオミド

リと思いネットの中を覗くと，待てよ後迩裏面の赤斑が違うぞ，もしかするとエゾミドリで

は？と思ったが詳細確認は家に帰ってからとして，三角紙に包んだ．そして，これなら他にも

何か採れるかもしれないと思い，車で流すのをやめ，名栗村との境の峠まで歩いて行くことに

した．

その後も今日は本当についているのか，ミズナラを叩いてはアイノミドリを，黒っぽいシ

ジミを採ればウラキン，樹高でテリトリーを張っているシジミを採ればメスアカミドリ，道端

の崖ではヤマキマダラ．又，偶然にも本会員の加藤輝年氏にぱったり会い，その時，加藤氏に

先週6/28反対側の名栗村でウラクロが採れたとの情報をいただき，ウラクロまでも採集できた．

今回の調査では以前，何もいないと思っていたこの付近で，これほどの蝶が生息しているとは

夢にも思わなかった．

教訓①．．…２～３回の調査で何もいないと判断するな．

②．…ダメなら時期をずらして出動せよ．

③．…車で流すのでなく，自分の足で動け．

当たり前か
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●採集データ 秩父市浦山広河原林道AItlOOOm付近1998年７月５日

エゾミドリシジミＦtwo"伽ノezoe”ｓ ２c71

アイノミドリシジミｃﾙ恥ozepﾉiyms6r肋､伽幽１早
ウラキンシジミｃo花α"αｓ０ﾉg伽ａ １ｃ７１１早

ヤマキマダラヒカゲノve叩ｅ〃わAC伽ａ １早

ムラサキシジミＭｘ、伽、火叩o"jca １早

トラフシジミＲ叩ａｍａｍｍ ｌ早

入間郡名栗村逆川林道AltlOOOm付近1998年７月５日

ウラクロシジミ加晒耐ｅｏ応edYce lc71

筆者採集保管

筆者採集保管

筆者採集保管

筆者採集保管

筆者採集保管

筆者採集保管

筆者採集保管

(いしづかまさひこ〒368-0035秩父市上町１－１－１７）

● ●●●●●

長瀞町皆野町でウラクロシジミを採集

石塚正彦

●●●●●●●●●●

皆野町金沢に１０，超のハルニレの木が－－本だけあるのを見付けた．もしかしたらカラスシジ

ミがいるのではないかと5/31-13:00頃当地を訪れた．９ｍカーボンで叩き出そうとしたが，結

局１頭カラスシジミらしきものが飛び立ったが更に上方へ飛んでいき，採集できなかった．そ

れならと思い，夕方の活動時間（保育社の生態図鑑に｢夕刻ハルニレの樹冠を盛んに飛翻して

いるのを見るが…」と書いてあった）まで車の中で待つことにした．と言うよりは，前日夜更

かししたことと，この時期この辺で，他に狙えるものがない為，眠くなったのである．

２時間仮眠し，１６時頃目が覚めた．車の外に出てハルニレの樹冠を見上げたが何も飛んで

いなかった．するとそこへ一頭の銀色に光るシジミが飛んできた．まさかと思ったが，採集す

ると間違いなくウラクロシジミであった．付近にマンサクも見られなかったので，飛来個体と

思っていたが，１６:30頃になると，どこからともなく次々とウラクロシジミが飛び始めた，

双眼鏡で山の斜面を覗いて見ると，２０ｍ上方にマンサクが点在しており，そこが発生地であ

ることが確認できた．こんなところにウラクロがいるの…．？そう言えば，埼玉県昆虫誌作成

資料の中にウラクロシジミの過去の記録として上長瀞が載っていた．よし，これから行ってみ

よう，クロツバメの調査で付近の地形はよく分かっているので，およその見当はついている．

車で１５分，長瀞に着く，案の定，そこにも銀色のシジミが上ラヒラと飛んでいる出はないか，

やっぱりここにもいたのか，

後日発表しようと思っているが，筆者が確認しているウラクロシジミの分布は横瀬町，秩父

市，名栗村，飯能市，三峰山，両神村，小鹿野町であるが，ここ皆野町，長瀞町までも分布か

広いとは思わなかった．もしかすると寄居町，児玉郡まで広がっているかもしれない，今後の

調査が楽しくなってきた．

●採集データ ウラクロシジミかα晒加ｅｏ応ed7ce

秩父郡皆野町金沢1998年５月３１日５３２早筆者採集保管
秩父郡長瀞町井戸199 8 年 ５ 月 ３ １ 日 ６ ３ 筆 者 採 集 保 管

ウラゴマダラシジミ〃rqpoeresp〃erj
秩父郡皆野町金沢199 8 年 ５ 月 ３ １ 日 １ ３ 筆 者 採 集 保 管

（いしづかまさひこ〒368-0035秩父市上町１－１－１７）
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●●●●●●●●●●

熱帯雨林からのたより

マ レーシア・サバにて

寄せ蛾記（９１号）

松本和馬

●

熱帯林に住んでの印象記のようなものを「寄せ蛾記」に，とお勧めいただいてから早くも１

年たってしまいました．忘れていたわけではありません．いつも気になってはいたのですが，

ずるずると月日が経ってしまいました．もう一ついつも心の片隅にひっかかっていることに，

自分は市川先生の追悼文を書いていないということがあります．市川先生の悲報に接してから

すでに５年経ちましたが，どうも追悼文というようなものは生々しすぎてなかなか書けません．

その代わりといっては調子がよすぎるかもしれませんが，以前インドネシアに滞在していたこ

ろ（1993年ごろ），市川先生から（現地の虫の話を）「何か書いてよ」といわれて是とも否と

もつかぬ生返事をしていたこともあり，この機会に1991年から1994年まで滞在したインドネシ

アと1995年から現在まで滞在しているサバ（東マレーシア）の森林のことや虫のことを書いて

天国の市川先生にも読んでいただければと思います．

フタバガキ科の一斉開花の件ですが，1995年にありました（結実は1996年の前半）．一斉開

花がなぜ起こるかについてはいろいろ説がありますが，定説は今のところありません．おそら

く次の二つが有力だろうと思います．－つは開花，結実に要するエネルギーの蓄積に一定の期

間が必要なので開花が間欠的になるという見方です．ただし，この考えでは，個体間，樹種間

で開花期が同調する理由がはっきりしません．もう一つの考えは送受粉に有利な乾燥した条件

で開花が起こるので乾季がとくに厳しい年に一斉開花が起こるというもので，経験的な事実と

も－応は合致しています．おそらくこの二つの要因が同時に関係していると思います．なお，

一般に乾季に開花したり，常時咲いている種類でも乾季に花の量が増えたりといった傾向は多

くの植物で見られます．

フタバガキ科※樹種を主体とする熱帯降雨林はマレー半島，スマトラ，ジャワ西部，カリマ

ンタン（ボルネオ），イリアンジャヤ（ニューギニア）に見られます．これらの地域は周辺

の熱帯モンスーン気候の地域と異なり，厳密な意味での乾季，つまり月あたり平均降水量100

mm以下となる季節がありません．この月あたり１００ｍｍという値は地上から蒸発する水分の量

に相当し，これ以下の降水量だと収支がマイナスになることから乾季の目安とされています．

とはいってもこれは何年分ものデータをとった上での平均値の話で，年によってかなりの変動

がありますから，実際には熱帯雨林地域といえども相当乾燥することがあります．そして，多

くの地域で雨が多くなる時期と比較的少なくなる時期がはっきりしているという事実があり，

現地の人々は習'慣的に雨季，乾季と呼んでいます．熱帯の乾季は同じ半球の冬，雨季は夏と同

時期に当たるということが大まかにはいえますが，この点の事情は少々複雑で必ずしも原則ど

おりでないこともあります．地形や海や他の島，山脈との位置関係，等々により地域的に細か

く見ると変化があるということは常に念頭に置かなくてはなりませんが，この点を別としても，
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気候上の赤道とでも言うべき南半球それぞれの気候変動の境界が地理上の赤道より北へずれて

いることと，それが南北に波打っているという事実があります．このため東南アジアの熱帯降

雨林地域は大部分はたとえ北半球にあっても南半球的に振る舞います．すなわち，オーストラ

リアの冬，日本の夏に当たる時期に少雨（乾季的）となります．ただしスマトラの北部など気

候上の北半球側にあって日本の夏に当たる時期に雨が多くなるところも一部にあります

東南アジアにおいて乾季に著しい乾燥がおこるのは，エルニーニョが発生した年です．海流

の影響で東太平洋の水温が低く，西太平洋の水温が高いという一般的な条件下で，東太平洋付

近の貿易風（南東から赤道に向かって吹いて赤道付近で上昇気流となる）は上昇せず，西に向

かって吹いて西大平洋を超えて非常に湿った風となって東南アジアに到達します．東南アジア

に降る大量の雨は太平洋から来るこの湿った風によるもので，遠くはなれた南米沖の水温変化

も東南アジアの降雨に影響を与えているわけです．エルニーニョは東太平洋ペルー沖の海水温

が高い状態にとどまる現象で，貿易風は西へ吹かずに上昇流となり，南北アメリカ西岸の低中

緯度の本来比較的乾燥した地域はこの結果多雨となり，東南アジアは小雨となります．

占守

熟!

l翻溌認Ｉ

靖電蕊
鶴f毅鍾蝿

写真AMATINGPAIRof”caZ"な”"加e戎adistanti・Thisspeciesinhabitsthe
undergrowthofsecondaryandprimaIyfbrests・Thoughuncommoninpeninsular
Malaysiasaawhole，itismoreoftenencounteredinlheKedawiregioncomprising
theStatesofPerlisandKedah，includingLangkawiisland・

PublishedbyOrientalPearlSdn・Bhd.，KualaLumpur，Malaysia・
ColourslidesbyChinFahShin，KualaLumpur，Malaysia．
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ここでフタバガキの一斉開花に話を戻しますが，最近の一斉開花は1991年と1993年にありま

した．いずれもエルニーニョが発生した年で，インドネシアは干ばつがあり，山火事が多発し

ました．1995年の一斉開花の時はエルニーニョの発生はありませんでした．またこのときの一

斉開花はマレー半島とボルネオ北部（サバ，サラワク）ではみられたものの，東カリマンタン

のサマリンダ付近では見られなかったということで，地域的にも限られていたようです．また

フタバガキ科の木もすべてが一斉開花のみで咲くわけでもないようです．1997年はエルニーニ

ョが発生し，例によってインドネシアの森林火災が多発し，煙が私のいるサバにも漂ってきま

した．サバではパラパラとフタバガキ科の開花が見られましたが咲かなかった木もあります．

乾季に開花した木のそばには今，プロペラを回すように翼を回転させて沢山の実が落ちてきま

す．東カリマンタンのフタバガキは今回は咲いたのでしょうか．

ここまで全然虫の話をしていないので，インドネシアとマレーシア(サバ)の経験に基づいて，

少し虫と雨季乾季のことを書きます．乾季は植物の新芽があまり出ないので若い葉や新梢を食

う植物食の昆虫は概して減少し新芽が伸びる雨季に数を増します．ガやチョウではこの傾向が

はっきりしているものがいくつか認められます．ただ，すべてのレピがそうだというわけでも

ありません．また食材性のボクトウガやコウモリガ，若齢時から古い葉を食うシャチホコガな

どはこの例には当てはまらないかもしれません．食材性の昆虫としてはカミキリのデータをあ

る程度インドネシアでとりましたが，まだまとめていないので詳しくはいずれ別の機会に述べ

たいと思います．捕食，あるいは寄生性の昆虫も乾季に減り，雨期に増えるように感じていま

すが，餌となる食植性昆虫の増減に影響されているのでしょうか．トンボは明らかに乾季に少

なくなります．ただしこれは河川の水量が減ったり，雨季には多い小規模なプールが消滅した

りすることと関係しているかもしれません．なお，一時的な水溜まりに結構大きいヤゴを見る

ことがままありますが，非常に成長の早いトンボがいるのかもしれません．似たような例では

カエルで急速に成長する種類が知られていますが，たしかに水溜まりに産卵された卵は短期間

で大きなオタマジャクシになっています｡また,これまでのインドネシアとマレーシアでの経験

では川岸を歩いて出会ったり灯火採集をしたとき飛来したりする水性昆虫が概して少なく，カ

ゲロウ,カワゲラ，トビケラが特に少ないように感じています．これは降雨のあるなしで河川の

水量が極端に変化することと関係があるかもしれません．乾季には川底が露出したり，雨の多

い時期には流れが非常に激しくなるなど，熱帯の川は案外不安定な環境ではないかと思います．

熱帯降雨林といっても降雨を中心とした環境の季節的な変化はあり，一般にイメージされる

ほど非常に安定した環境でもなく，また生息する昆虫のほうもどうも場当たり的Iこか，あるい

は環境の変化に引きずられてか，けつこうこまめに増減しているように見受けられるものが多

くあります．現在私の現地での仕事は造林地の害虫の研究で，マホガニーの新梢に穿孔するメ

イガを対象としていますが，雨季，乾季の推移に伴う個体数や寄生性天敵数の変化がやはり認

められます．

仕事抜きで虫を見る機会はあまりないので，上記メイガ以外の大方の虫については横目で眺

めただけの非常に大ざっぱな話しですが，またの機会に個々の虫のことや最近話題の多い熱帯

林のことなど書いてみたいと思います．

(まつもと力勤ずま ％LuasongForestryCentreRalWatBe1jayaSdnBhd．

Ｐ､Ｏ・Ｂｏｘ６０７９３，９１０１７ＴａｗａｕＳａｂａｈ，Malaysia

‐２７２３
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※フタバガキ科：解説

朝日新聞社刊・「世界の植物」より抜粋

ラワン材で知られるフタバガキ科Dipterocarpaceaeは15属約560種があり，すべて木本で，し

かも樹高50メートル以上の大高木になるものが多い．東南アジアの森林，なかでもボルネオ，

スマトラ両島，マラヤ，フィリピンの低地林はよくフタバガキ科の樹木が優占している．ふつ

う種類構成がきわめて多様な熱帯で，このような１科の樹木が特別に栄えるということはかな

り特異なことで，アフリカや南アメリカの熱帯にはみられない現象である

常緑または少数の種が落葉'性である．葉は単葉で互生し，ふつう楕円形で，長さ数センチの

ものから大きいものではうちわ大になり，托葉がある．花は両性花で，花弁５，がく片５の５

数性だが，雌しべは属によって異なり１０から60である．花弁は通常ややねじれ，また雄しべは

花糸の下部が帯状に広く，蒋隔が明らかで，先端がしばしば長く伸びて満からつき出る．子房

はほぼ上位．

果実はどんぐり状の堅果で，多くの種では残存'性のがく片が発達して果実を包み，やや木化

した細長い翼状になる．この翼の数は属によって異なるが，２枚が有名で，フタバガキ（二羽

柿）は，「二つの羽根のある果実」という意味である．

写真１フタバガキ科の巨木．インドネシアのボゴール植物園にて．

熱帯樹木独特の盤根が形成されていた．1991年12月２２日撮影．

2７２４
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フタバガキ料は分類学的に，フタバガキ亜科とモノテス亜科の２亜科に大きく分けられる．

フタバガキ亜科は真正のフタバガキ科というべきもので，１３属約525種を含み，インド洋上の

セイシェル諸島に１種があるほかは，すべての種がインド，セイロンから東に分布する．いわ

ばアジア型のフタバガキ科である．

これに対してモノテス亜科の方は，モノテス属Monotes35種とマルクエシア属Marquesia4

種の２属39種が，マダガスカル島を含む熱帯アフリカだけに分布する．アジア型の樹種の多く

が高さ数十メートルの大高木になり，熱帯多雨林の主要構成要素であるのに対し．アフリカ型

の２属の樹種は一般に数メートルから10数メートルの小高木で，主としてサバンナに散生的に

生育するにすぎない．モノテス亜科の方は，学者によってはイイギリ科やシナノキ科に属する

との考え方もある．

アジア型のフタバガキ科の分布の中心はボルネオ，スマトラ両島，マラヤ，フィリピンで，

この地域に全種類の３分の２があり，ここから遠ざかるほど種類数も生育密度もぐっと減って

くる．大半の種は典型的な熱帯多雨林の樹木で，低地から標高600メートル程度までの間にも

っとも多い．インド，ビルマ，タイ北部の季節風林にも数種が分布しているが，これらは乾期

に落葉し，樹高も低い．

ボルネオ，セレベス両島間のマカッサル海峡には，動物区系で有名なウォーレス線が通って

いる．フタバガキ科もこの線を境に，それより東は極端に種類が少なくなり，たとえばボルネ

オには９属約245種あるが，海峡をひとつ越えるだけのセレベスでは４属８種しかない．セレ

ベスからニューギニアにかけては，フタバガキ科はあるといっても種類数，分布密度ともに少

ない．

［文（抜粋）：牧林功写真：江村薫］

慰
鞭
藩

写真２フタバガキ科の見本園，インドネシアのボゴール植物園にて，

1991年12月２２日撮影．

-２７２５
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